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研究報告

中小企業等の知的財産の創造・保護・活用の促進を目的に、無料相談、講
習会、セミナーなどを中心に、中小企業等の支援を行っている京都発明協
会の行事をご案内します。

京都発明協会からのお知らせ（9～10月）

知財専門家（弁理士と弁護士）による知財相談会（無料）
― 中堅・中小企業、個人事業主、創業予定の個人の方優先 ―

「知財総合支援窓口」では、特許や商標など知的財産に関する様々な悩み・課題について
幅広く相談を受け付け、窓口に配置する窓口支援担当者のほか、知財専門家（弁理士・弁
護士等）や関係する支援機関と連携して解決に向けたアドバイスを無料で行います。ま
た、窓口において課題解決ができない場合には、中小企業等（個人事業主・創業予定の
個人を含む）への直接訪問や知財専門家との共同での支援により課題に対応した提案
をします。

◉日　　　程　毎週月曜日～金曜日（休日、祝日を除く）
◉相談時間帯　9:00～12:00 ＆ 13:00～17:00

◉日　　　程　毎週金曜日（休日、祝日を除く）
◉相談時間帯　9:30～12:00 ＆ 13:00～16:30

「産業財産権相談会」
産業財産権に関する相談をご希望であれば、どなたでも相談可能です。

弁理士による相談
知財の専門家である弁理士が、特許・商標等の出願から権利取得に至るまでの手続、類似技術や類似名称の調査、ライセンス契約、海外展開における注意点
等の知的財産全般について無料でご相談に応じます。

◉日　　　程

弁護士による相談
知財を専門分野とする弁護士が、自社製品の模倣品が出回った際の対策、知的財産に関する契約への助言、侵害警告を受けた場合の対応、知的財産を巡る
訴訟、権利活用上の留意点等の知的財産に関する問題について無料でご相談に応じます。

◉日　　　程　９月 ２７日 ・１０月２５日　拾井　美香 氏
◉相談時間帯　13:00～16:30（相談時間は原則1時間以内とさせて頂きます。）

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画・情報担当　TEL：075-315-8635  FAX：075-315-9497  E-mail：kikaku@kptc.jp

京都発明協会からのお知らせ

一般社団法人 京都発明協会

９月  ５日 大坪　隆司氏　　　　  ９月２１日 佐野　禎哉氏　　　　１０月１２日 宮澤　岳志氏
９月  ７日 川原　和也氏　　　　  ９月２６日 三宅　紘子氏　　　　１０月１７日 齊藤　真大氏
９月１２日 小林　良平氏　　　　１０月  ３日 大坪　隆司氏　　　　１０月１９日 大西　雅直氏
９月１４日 河原　哲郎氏　　　　１０月  ５日 中村　泰弘氏　　　　１０月２４日 三宅　紘子氏
９月１９日 齊藤　真大氏　　　　１０月１０日 小林　良平氏　　　　１０月３１日 大坪　隆司氏

◉相談時間帯　13:00～16:00（相談時間は原則1時間以内とさせて頂きます。）

場 所／京都発明協会 相談室

弁理士による“府内巡回”知財相談会（無料）
― 産業財産権に関する相談をご希望であれば、どなたでも相談可能です ―

◉日　　　程   ９月１４日 京北商工会（京都市右京区京北周山町上寺田１-１） 中村　泰弘氏
 １０月１２日 綾部商工会議所（綾部市西町１丁目５０-１ ＩＴビル４階） 佐野　禎哉氏
◉相談時間帯　13：30～16：30（相談時間は原則1時間以内とさせて頂きます。）

※いずれも事前予約制です。前日（閉館日を除く）の15：00までにご連絡ください。弁理士が府内の商工会議所・商工会等で無料の相談会を開催します。
お近くの方は是非ご利用下さい。

※いずれも事前予約制です。前日（閉館日を除く）の16:00までにご連絡ください。

知財相談員による知財相談会（無料）
― 中堅・中小企業、個人事業主、創業予定の個人の方優先 ―

場 所／京都発明協会 相談室

※いずれも事前予約制です。「知財総合支援窓口」

〒600-8013京都市下京区中堂寺南町134　京都リサーチパーク内　京都府産業支援センター2階
TEL：075-326-0066（窓口直通）/075-315-8686　FAX：075-321-8374　〔http://kyoto-hatsumei.com/〕

知財勉強会（初級・中級）開催のご案内
◆初級（第6回）10月12日

◆中級（第2回）10月5日

小さな企業の知財紛争と対応事例（当事者と代理人が語る）

特許権、商標権、意匠権の最近の動向

◆中級（第3回）10月26日
米国・欧州における証拠保全と収集手続き

８Ｋ４Ｋ映像制作技術と仕様について
 はじめに

　４Ｋ対応機器は現在カメラ、テレビ等、家庭用機器の一部で普及
し始め、８Ｋは昨年８月より試験放送が開始されています。このよう
な状況から、中小映像業界の制作現場では、８Ｋ４Ｋをはじめとする
高精細映像の利活用や設備投資などの点で、新たな規格や関連
技術等の情報提供が求められていることから、この調査研究を実
施しました。

 調査方法

　関係研究機関の技術発表会、技術展示やセミナー等への出席に
よる調査に加え、関西ですでに先進的に関連技術を用いた映像編
集や制作を実施されているスタジオ等に出向き、８Ｋ４Ｋの問題点
や業界の動向について、ヒアリング調査を行ないました。

 結果及び考察

１） ８Ｋ４Ｋの仕様・規格について
　「８Ｋスーパーハ
イビジョン放送」と
いう同一の規格内
に、８Ｋ４Ｋの両方が
含まれることがわ
かりました。ただし、
予定では本(実用）
放送時には、８Ｋ４Ｋ
チャンネルの混在は無く、ＢＳ放送ではそれぞれ専用チャンネルとな
ります。また８ＫＳＨＶ（スーパーハイビジョン）の映像信号は、テレビ
の国際規格（ＩＴＵ-ＲＢＴ．２０２０ 上表）として、勧告化されています。
　さらに画面の高解像度化だけでなく、「広色域」（下図 色度図）

や、ＨＤＲ（放送はＨＬＧ［Hybrid Log Ｇａｍｍａ］方式）が採用され、
従来のＴＶ映像方式に比べ、より自然視に近い明暗表現が可能
な映像方式であることから、新たなＨＤＲ-ＴＶ国際規格（BT．
2100 HLG/PQ）としても、昨年７月に標準化されています。
　８Ｋ放送では、視聴時の有効な画面視野角が１００度（画面サイズ
では１００インチ程度）とされ、また音声も22.2マルチチャンネル
(サラウンド、ナレーションなど独立)となりますので将来、家庭での
設置や視聴には、新たな空間設計が必要になるかもしれません。

２） ８Ｋ４Ｋ規格と現状
　現在、ＢＳでの８Ｋ試験放送は、ご存じの通りＮＨＫと各支局でのみ
受信可能ですが、２０１８年１２月から新たに、その８Ｋ放送と同時に
（同一規格として）、ＢＳで４Ｋ放送がＮＨＫと民放各局から始まる予定
です。ただし受信チューナーはまだ商品化されていないため、現在
市販の４Ｋテレビではそれらの受信はできません。今後、８Ｋ４Ｋ放送
に対応したテレビ等は、来年の放送開始をめどに、対応アンテナ等
も含め、随時、商品開発・販売されていく見通しです。
　また現在販売されている４Ｋデジタルカメラ（動画）、ＵＨＤＢｌｕ
-rayなどの４Ｋ対応機器も、その仕様が、放送規格とは異なってお
り、それぞれの規格は各メーカーに依存しているのが現状です。

 まとめ

　８Ｋ４Ｋ映像の仕様・規格は、テレビ（ＢＳ・地上）放送を調査した結
果、４Ｋ単独でなく８Ｋ規格内、同一方式であること、画面解像度の
高精細化に加え、ＨＤＲが国際規格化され、2018年の実用放送に
向けて機器の開発が進みつつあることがわかりました。また技術
者などから、４Ｋは従来の高解像度化の延長という印象であるが、８
Ｋは別次元の技術と考えた方が良いとの意見も聞かれました。
　制作・編集時の問題点については、放送レベルの４Ｋ映像は、ノン
リニア編集でシステム構築が可能なこと、８Ｋの映像編集はデータ
サイズによる、実制作時間の超過が、実作業において課題であるこ
となどが確認できました。
　関西では現在、８Ｋや４Ｋ放送自体がないため、４Ｋ番組等のコン
テンツとしての納品実績が極端に少ないこと、８Ｋ映像技術は、特に
医療分野の活用に評価が高く、放送分野よりも進んだ実用のレベ
ルで、カメラの高感度化等、機器の改良が望まれていることがわか
りました。

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 応用技術課 デザイン担当　TEL：075-315-8634  FAX：075-315-9497  E-mail：design@kptc.jp

(株)SCREENホールディングス
法務室シニアカウンセル　畑中 致 氏
（ニューヨーク州弁護士／法学博士）

(株)SCREEN IP ソリューションズ
弁理士 緒方 仁 氏

①(株)コスメチックスプランナーツカモト
代表取締役　塚本 進一 氏

②代理人伊原弁護士から営業秘密管理と紛争対応
三木・伊原法律特許事務所
弁護士　伊原 友己 氏

詳細及び参加申込は、京都発明協会のＨＰをご覧ください。

【一言】京都には映画、ゲーム、アニメーションなどのコン
テンツ関連産業が数多くあります。映像コンテンツ分野の
技術についても、デザイン担当にご相談ください。

【横顔】「写真表現」にも詳しく、当所映像制作講座の人気講師です。

応用技術課　松井 洋泰

※「３）制作・編集時の問題点と課題について」は、以下「まとめ」内に概略を記述してい
ます。詳細は、当技術センター発行「技報Ｎｏ.45 2017 Ｐ46」をご参照ください。
https://www.kptc.jp/mtc/wp-content/uploads/45-7.pdf

松井 洋泰（まつい ひろやす）
応用技術課 デザイン担当 主任研究員

アスペクト比

画素数

毎秒フレーム数(毎)

走査方式

階調(bit/pixel)

色域

16：9

水平7,680×垂直4,320

120、60、59.94

順次走査

10、12

広色域

項目 値


